
１　数値目標（項目）の見直し

チャレンジⅠ　「新しい豊かさ」

5
かけがえのない自然環
境の保全・再生

（４） 28

（５） 29

チャレンジⅡ　「新しい安心安全」

6
県民の命を守る
地域医療・福祉

（１） 30

8
障害のある人も暮らし
やすい社会

（１） 42

9 安心して暮らせる社会 （４） 50

④

チャレンジⅢ　「新しい人財育成」

11
次世代を担う
「人財」

（７） 72

13
日本一，子どもを産み
育てやすい県

（６） 84

２　数値目標の修正

チャレンジⅡ　「新しい安心安全」

6
県民の命を守る
地域医療・福祉

（２） 32
【当　初】 43,122人
【変更後】 47,434人

38,533人
（2018）

チャレンジⅢ　「新しい人財育成」

12 魅力ある教育環境 （１）
73
-1

【当　初】 60％
【変更後】100％

76.1％

（４） 77
【当　初】2校
【変更後】3校

1校

13
日本一，子どもを産み
育てやすい県

（１） 79
【新　規】2,450組
茨城県次世代育成プラン（2020
～2024）に併せて設定

2,230組

チャレンジⅣ　「新しい夢・希望」

17 世界に飛躍する茨城へ （１） 96
【当　初】 50件
【変更後】100件

94件

新たなニーズに対応し
た大学等の誘致や官学
連携の推進

特色ある教育カリキュラムの導入について
検討する大学数

目標値修正内容
（2021年度）

（参考）
2019年度実績

医療・福祉人材確保対
策

介護職員数

ＩＣＴ教育先進県の実
現

ＩＣＴを活用できる生徒の割合（県立高
校）

政策・施策名 No 指標名

困難を抱える子どもへ
の支援

母子家庭等就業・自立支援センターの職業
紹介による就職件数

世界に広がるメードイ
ンIBARAKI

県の支援により成約した輸出商談件数

母子・父子自立支援プログラム策定件数

結婚・出産の希望がか
なう社会づくり

いばらき出会いサポートセンター利用者等
成婚者数（経年累計）

消費生活と食の安全確
保

消費生活相談窓口対応日数が週４日以上の市
町村数

地域力を高める人財育
成

若者活動応援サイトへの会員登録者数（経
年累計）

市町村消費生活センター等における消費生
活相談の受付割合

IBARAKIドリーム・パス事業への応募企画数

チャレンジ指標 医師数 調整中

水素ステーションの施設数（経年累計） 電気自動車等充電インフラの整備数（経年累計）

医師数

障害児に対する個別の教育支援計画の作成
率（公立幼稚園）

持続可能なエネルギー
社会の実現

特別支援教育等の充実

医師不足緊急対策 調整中

障害児に対する個別の教育支援計画等の作成
率（幼児教育・保育施設）

不法投棄対策と循環型
社会づくり

1人1日あたりのごみ排出量 不法投棄発生件数

政策・施策名 No 指標名 指標名（見直し後）

県総合計画の進捗状況を踏まえた計画の更なる推進について

　数値目標の全ての項目（１２５項目）の達成状況についてチェックを行い、施策の方向性等を確認。
  今後、以下のとおり計画の一層の推進を図っていく。

○　また、引き続き、すぐに行うことができる事務事業や制度の改善・見直しなどは即時実施
　するとともに、新規事業等については、翌年度予算への反映などについて検討を進めていく。

○　2020年度分の評価に向けて、一部の数値目標については、この１年間の事務事業のなかで
  更に明確化された施策目標・課題に対する取り組みをより適切に評価できる指標や、より成果
 （アウトカム）を重視する指標への見直しなどを行う。

○　なお、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け2020年度実績が減少している指標が複数確認
　されているが、「新しい生活様式」に対応した新たな施策を展開するなど、原則として現在設定
　している目標の達成に向けて取り組みを進めていく。
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○チャレンジ指標

2019 全国順位等
2021

（2027）
設定の考え方

チャレンジⅡ　「新しい安心安全」

○主要指標

2019 全国順位等 2021 設定の考え方

5 かけがえのない自然環境の保全・再生

（４） 28 県内で発生した産業廃棄物の不法投棄事案として認知した件数 件 120 ー 80以下
不法投棄事案の発生を2019年度（120件）比で2/3に抑制することを目指し、目標値を設定（過去
10年間の最少水準）

（５） 29 茨城県内における充電スタンドの整備数　（国補助金交付ベース）＋（公共施設整備） 基 1,041 ー 1,054
国補助金交付ベースの充電スタンド数について、過去3年間の平均増加数（2基/年 急速のみ）を倍
増させるとともに、公共施設において5基の整備を図ることとして、目標値を設定

6 県民の命を守る地域医療・福祉

（１） 30

（２） 32 県内の介護保険サービスに従事する介護職員数（調査年における時点調査） 人
38,533
(2018)

―
当  初  43,122
変更後 47,434

介護職員の不足状況に係る調査において、現状より1割増の職員数確保により不足感を解消できると
の結果から、当初の目標値から１割増の目標値を設定

8 障害のある人も暮らしやすい社会

（１） 42 幼児教育・保育施設における障害児に対する教育・保育の充実 ％
63.2

(2020)
ー 68.5

2027年度の目標値を100％に設定し、2020年度の現状値を基準として、2021年度の目標値を設
定（5.3ポイント/年の増）。

9 安心して暮らせる社会

（４） 50 住民に身近な市町村における、消費者からの相談体制の整備状況 市町村 39 ― 44
消費生活相談窓口対応日数について、県内全市町村で、消費者安全法のセンター設置基準である
週４日以上とすることを目指し、目標値を設定

11

（７） 72
課題解決型学習等をとおして、自分の夢や地域課題を発見し、その解決に向け、具体
的に企画立案、実践活動を目指し応募した企画数

件
104

（2020）
― 130 直近の実績値（2020年　104件）の状況を踏まえ、2027年度までに288件を目指し、目標値を設定

12

（１）
73
-1

高校生対象の調査で、ＩＣＴを活用して、生活や社会の問題を解決する活動等で、情報
の収集、整理・分析、発表という項目で「できる」と回答した生徒数の割合（県立高校）(年
度）

％ 76.1 ―
　当　初  60
　変更後 100

2021年度までに100％を目指し、目標値を設定

（４） 77
魅力ある教育環境の政策に則し、アントレプレナーの育成を基本に、英語、サイエンス、Ｉ
Ｔ分野など他県からも学生を引き付けられる特色ある教育カリキュラムの導入を目指す
大学数

校 1 ―
　当　初 　2
　変更後 　3

2021年度まで、毎年度1校ずつ特色ある教育カリキュラムの導入について検討する大学数を増加さ
せていくことを目指し、目標値を設定

13

（１） 79
いばらき出会いサポートセンター等県の結婚支援事業により成婚に至った夫婦の組数。
値はセンターが設立された2006年度以降の累計値（年度）

組 2,230 ― 2,450 「茨城県次世代育成プラン」（2020～2024）（R2.3月策定）に併せて設定

（６） 84
母子・父子家庭の個々のニーズに応じた子育て・生活支援や就業支援等のメニューを
組み合わせたプログラムの策定件数

件 31 ― 96
2022年度までに全国平均の策定率（6.5‰(0.65%)/年：策定件数÷児童扶養手当受給世帯数）へ
の引き上げを目指し、目標値を設定

17 世界に飛躍する茨城へ

（１） 96 県の支援により、中小企業において工業製品等の輸出商談が成約した件数（年度） 件 94 ―
  当　初   50
  変更後 100

直近の実績値（輸出商談成約件数が当初計画から1.9倍増）の状況を踏まえ、当初目標50件を倍増
する目標値を設定

④

指標名
（見直し後）

調整中

指標が示すもの
（見直し後）

医師数

指標名
（計画策定時）

単位

現状値 目標値

県の支援により成約した輸出商談
件数※目標値の上方修正

目標値
単位

指標名
（見直し後）

指標が示すもの
（見直し後）

母子・父子自立支援プログラム策定件数

現状値
政策・施策名 No

指標名
（計画策定時）

不法投棄対策と循環型社会づくり

持続可能なエネルギー社会の実
現

水素ステーションの施設数（経年累
計）

医師不足緊急対策 医師数

1人1日あたりのごみ排出量

介護職員数

特別支援教育等の充実
障害児に対する個別の教育支援計
画の作成率（公立幼稚園）

消費生活と食の安全確保
市町村消費生活センター等における
消費生活相談の受付割合

困難を抱える子どもへの支援
母子家庭等就業・自立支援セン
ターの職業紹介による就職件数

世界に広がるメードインIBARAKI
県の支援により成約した輸出商談件
数

結婚・出産の希望がかなう社会づ
くり

いばらき出会いサポートセンター利
用者等成婚者数（経年累計）

電気自動車等充電インフラの整備
数（経年累計）

介護職員数
※目標値の上方修正

調整中

不法投棄発生件数

日本一，子どもを産み育てやすい県

魅力ある教育環境

ＩＣＴ教育先進県の実現
ＩＣＴを活用できる生徒の割合（県立
高校）

新たなニーズに対応した大学等の
誘致や官学連携の推進

特色ある教育カリキュラムの導入に
ついて検討する大学数

次世代を担う「人財」

地域力を高める人財育成
若者活動応援サイトへの会員登録
者数（経年累計）

医療・福祉人材確保対策

いばらき出会いサポートセンター利
用者等成婚者数（経年累計）
※目標値の修正

ＩＣＴを活用できる生徒の割合（県立
高校）※目標値の上方修正

特色ある教育カリキュラムの導入に
ついて検討する大学数
※目標値の上方修正

障害児に対する個別の教育支援計
画等の作成率（幼児教育・保育施
設）

市町村消費生活センター等における
相談窓口対応日数が週４日以上の
市町村数

IBARAKIドリーム・パス事業への応募
企画数

数値目標（見直し項目）一覧
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